
■
平
成
21
年（
２
０
０
９
年
）■

４

大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
が
発
足

５
「
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
第
５
回
総
会
・
交
流
集
会
in
鹿
屋
」開
催

７

46
年
ぶ
り
の
皆
既
日
食
を
観
測「
輝
北
天
体
フ
ェ
ス
タ
」

９

串
良
総
合
支
所
が
移
転

12
「
鹿
児
島
中
央
駅
～
鹿
屋
間
直
行
バ
ス
」運
行
開
始

■
平
成
22
年（
２
０
１
０
年
）■

２

第
２
代
・
鹿
屋
市
長
に
嶋
田
芳
博
氏
が
就
任

４

宮
崎
県
で
口
蹄
疫
発
生
。
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止

９
「
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」供
用
開
始

10

国
勢
調
査（
人
口
１
０
５
，
０
７
０
人
）

11

鹿
屋
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典

■
平
成
23
年（
２
０
１
１
年
）■

３

国
道
２
２
０
号
バ
イ
パ
ス（
古
里
～
花
岡
間
）開
通

大
隅
半
島
４
市
５
町
復
興
支
援
チ
ー
ム
設
置
・
派
遣

百
引
中
・
市
成
中
・
百
引
小
・
平
南
小
・
市
成
小
・
高

　

尾
小
が
閉
校
し
、
輝
北
中
・
輝
北
小
が
誕
生

４
「
大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
」開
設

■
平
成
24
年（
２
０
１
２
年
）■

４

輝
北
地
区
・
吾
平
地
区
で「
く
る
り
ん
バ
ス
」運
行
開
始

か
の
や
市
商
工
会
が
開
所

か
の
や
ば
ら
園
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

　

が
オ
ー
プ
ン

■
平
成
25
年（
２
０
１
３
年
）■

１

市
役
所
１
階
に
総
合
窓
口
開
設

３

古
江
小
・
菅
原
小
・
鶴
羽
小
・
神
野
小
が
閉
校

４

小
中
一
貫
校
花
岡
学
園
開
校

６
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」公
開
放
送

８

鹿
屋
航
空
基
地
史
料
館
の
入
館
者
が
１
５
０
万
人
を
突
破

■
平
成
26
年（
２
０
１
４
年
）■

２

第
３
代
・
鹿
屋
市
長
に
中
西
茂
氏
が
就
任

４

国
道
５
０
４
号
百
引
バ
イ
パ
ス
が
開
通

８

鹿
屋
中
央
高
校
野
球
部
が
甲
子
園
初
出
場
・
初
勝
利

「
平
和
の
花
束（
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）」初
開
催

10
「
鹿
屋
バ
ス
停
留
所
」完
成

11

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
永
遠
の
０
」の
撮
影

12

東
九
州
自
動
車
道「
鹿
屋
串
良
IC
」・
大
隅
縦
貫
道
が
開
通

■
平
成
27
年（
２
０
１
５
年
）■

３

高
須
中
・
浜
田
小
が
閉
校

４

鹿
屋
平
和
学
習
ガ
イ
ド
・
戦
争
遺
跡
調
査
員
を
初
認
定

「
大
隅
加
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」開
設

５

か
の
や
ば
ら
園
の
入
園
者
が
１
０
０
万
人
を
突
破

９
「
鹿
屋
体
育
大
学
Ｓ
Ｐ
研
究
セ
ン
タ
ー
」竣
工

10
「
鹿
屋
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
鹿
屋
市
ま
ち
・
ひ
と
・

　

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定

空
中
給
油
機
Ｋ
Ｃ
︲
１
３
０
の
訓
練
受
入
表
明

国
勢
調
査（
人
口
１
０
３
，
６
０
８
人
）

12
「
平
和
公
園
野
球
等
屋
内
練
習
場
」完
成

■
平
成
28
年（
２
０
１
６
年
）■

１

鹿
屋
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

４
「
鹿
屋
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」開
所

６
「
鹿
屋
寺
子
屋
」開
講

９

台
風
16
号
が
襲
来
。
市
内
各
地
に
被
害
発
生

■
平
成
29
年（
２
０
１
７
年
）■

８
「
か
ご
し
ま
国
体
」「
か
ご
し
ま
大
会
」の
市
実
行
委
員
会
発
足

９

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
鹿
児
島
県
が
団
体
賞
・

　

薬
師
成
人
さ
ん
が
第
９
区
で
１
席
獲
得

■
平
成
30
年（
２
０
１
８
年
）■

５

タ
イ
王
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録

７

菅
原
小
学
校
跡
に「
ユ
ク
サ
お
お
す
み
海
の
学
校
」オ
ー
プ
ン

霧
島
ヶ
丘
公
園
に「
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
パ
ー
ク
」オ
ー
プ
ン

■
平
成
31
年（
２
０
１
９
年
）■

３

第
２
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
を
策
定

４

新
元
号
が「
令
和
」に
決
定

宮城県で開催された「第 11 回全国和牛能力共進会」
で、鹿児島県が悲願の団体賞（総合優勝）を獲得。
市からは県内最多の７頭が出品され、第９区で１
席を獲得するなど「日本一」に大きく貢献しました。

「和牛のオリンピック」で
鹿児島県が総合優勝！

平
成
20
年
代
は
、
高
速
道
路
の
開
通
や
甲
子
園
初
出
場

な
ど
、
多
く
の
悲
願
が
実
現
。
明
る
い
話
題
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
に
誇
り
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

平
成

裁判員制度開始
オバマ大統領就任

「事業仕分け」

JAL 倒産
中国の GDP が日本超え

「はやぶさ」地球に帰還

新燃岳 52 年ぶり噴火
東日本大震災
九州新幹線全線開通

東京スカイツリー開業
格安航空会社の参入
ギリシャ危機

東京五輪の開催決定
富士山が世界遺産登録
アベノミクス

消費税が８％に
御嶽山が噴火

「アナ雪」ブーム

パリ同時多発テロ
口永良部島新岳爆発

「爆買い」

熊本地震
伊勢志摩サミット
選挙権年齢が 18 歳以上へ

森友・加計問題
トランプ大統領就任
九州北部豪雨

西日本豪雨
初の米朝首脳会談
羽生結弦五輪２連覇

詳しくは
P10・11で！

「東九州自動車道」
「大隅縦貫道」悲願の開通

12 月 21 日、東九州自動車道「鹿屋串良～曽
於弥五郎」、大隅縦貫道「鹿屋串良～笠之原」
が開通。半世紀にわたる関係者の努力と市民
の想いが結実しました。

平成 29 年
（2017 年）

平成 21 年
（2009 年）

鹿児島中央駅と鹿屋市を約２時間で結ぶ直行
バスが開通し、市民の利便性が向上しました。

平成 27 年
（2015 年）

大隅半島初となる夏の甲子園。大舞台での初
勝利は、市民に夢と感動を与えてくれました。

平成 26 年
（2014 年）

鹿児島中央駅への
直行バスが運行開始

平成 26 年
（2014 年）

鹿屋中央高校が
甲子園初出場・初勝利！

国内最大の特攻基地があった鹿屋市に全国が注
目。地下壕や掩体壕などの戦跡整備やガイドの育
成など、平和学習の受け入れが進められました。

戦後 70年
鹿屋から平和を発信

平
成
21
年
～
31
年

出
会
っ
た
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

松
まつ

元
もと

 清
せい

一
いち

郎
ろう

 さん
（吾平町下名・71 歳）

　私にとっての大きな出来事は、結
婚と出産だったと思います。平成に
は就職氷河期もありました。令和の
時代も、子育てしやすく安全で住み
やすい街になってほしいです。

　平成の時代では、情報通信
網の変容など、目覚ましい進
展がありましたね。令和に変
わっても、人との出会いを大
事にして、生きる糧にしてい
きたいです。

　７年前、約 40 年ぶりに鹿屋へ
Ｕターンしたことが一大ニュー
ス。今では公民館講座や友人との
買い物等を楽しんでいます。鹿屋
の特産品は知人から本当に喜ばれ
ますよ。

 原
はら

口
ぐち

 直
なお

美
み

 さん（右）
（寿３丁目・72 歳）

友人との買い物を楽しんでいた

　習字で賞をとって両親を
喜 ば せ た い で す。「 令 和 」
という字はいい字ですね。

【将来の夢】アナウンサー

小
こ

城
じょう

 花
は

奈
な

 さん
（細山田小学校５年）

　 漢 字 を 書 く の が 好 き で
す。社会や理科などの科目
もがんばりたいです。

【将来の夢】ケーキ屋さん

大
おお

窪
くぼ

 海
かい

虎
と

 さん
（輝北小学校３年）

　学校では皆勤賞を狙いま
す。平成のように平和な時
代になってほしいです。

【将来の夢】パティシエ

矢
や

野
の

 栞
かん

南
な

 さん
（鹿屋中央高校２年）

　初めて書いた「令和」は
難しかったです。習字も算
数もがんばりたいです。

【将来の夢】発明家

澁
しぶ

田
た

 知
はる

成
なり

 さん
（西原台小学校３年）

令
和
の
決
意

平
成
世
代
に
聞
き
ま
し
た
。

平
成
の
思
い
出

梅
うめ

本
もと

 やよい さん
　  （旭原町・37 歳）

　　 悠
ゆう

里
り

 ちゃん
　　　　　（９か月）

公園でピクニックをしていた 通学路でボランティア活動
　をしていた
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